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全州鋼雛ツ分ル鉱床

中国最夫のサドベリｰ型鉱床

岸本文男(鉱床部)
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はじめに

中国の西北地方甘粛省の白象咀の近く竜首山脈申

で一大銅･ニッケル鉱床が発見されたのは196C年ごろの

ことらしい.かれこれ6年にもなるだろうかわが国

の鉱業関係者が訪中したさいの中国の冶金工業省から仕

入れてきた話のなかにr祁連山脈の巨大な銅･ニッケ

ル鉱床の銅量およそ600万t｣というのがあった.今

にして思えばそれカミ金川銅･ニッケル鉱床のこと

だったようである.

“金川"の名を明記してその鉱床に関連する論文が初

めて掲載されたのは《中国地質科学院院報西安地質

鉱産研究所公刊》の第1巻第1号(1980)と思われる.

それ以前にも中国にサドベリｰ型の鉱床あるいは銅

一二ッケルｰ硫化物鉱床があるということはいくつかの

中国の専門誌に書かれていたし筆者も本誌で触れたこ

とがある(本誌第!41号のp.41).それをもう一度読みか

えしながら上記の《公刊》の師占義という人が書い

た論文“金川銅鏡砿床超基性岩体的砿物岩石学"と《地

質学報》第42巻第1期(1962)に掲載された劉若新の

“一個含硫化銅鐸砿超基性岩体的岩石持征"《地質論

評》第26巻第4期(1980)の上記師占義の論文“西北幾個

主要含砿超基性岩体的岩石砿物特徴反意義"にもとづい

て金川銅･ニッケル鉱床の概要を紹介する一

位置･交通･地形･気候

この鉱床は甘粛省永昌県金川鎮にあって蘭新鉄道

(蘭州一ウルムチ間)の河西壁駅(?)の北北東20km付近に

位置するらしい.残念なカミら正確な位置はどの文献

にも書かれていないが当ら校いといってもこれで大

きく違ってはい狂いはずである.

鉱床の位置がこれでよいとすればこの鉱床への道程

はまず北京から蘭州まで飛行機でおよそ1,200ヒmを飛

び蘭新鉄道に乗りかえ約300kmで河西墾駅にそれ

から自動車道を20kmばかり進んで金川鎮入口下車あ

と徒歩およそ4-5kmということにたる.'地図で読み

とる限り現在ではこうなるが開発されればもちろん

山元まで最後のコｰスも自動車のままで行けることにな

ろう.
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策2図

蘭新線(蘭州一ウノレムチ間)の黄河

大鉄橋は1955年7月1目に完成した.

写真は冬季工事中の珍らしい写真･

金川鉱山の開発はこの鉄道あっての

話である(《人民中国》誌1955年12

月号)

鉱床地域は標高1,500m前後の高原北斜面で東方は

るか騰格里砂漠北に雅布頼山脈そしてその背後に巴

丹吉林珍漢が拡がり騰格里抄漢との間に石洋河などが

南流している.このように書けば荒れはてた大地カミ

浮かぶかも知れないが金川峡などの渓谷美南に連な

る那連山脈の5,000m級の峰々の山岳美竜首山脈の高

原の部分的な牧草地など見棄てたものでは扱い.

付近一帯が高地性の気候と大陸性の気候のまざったも

のであることは間違いない一1月の平均気温が氷点下

12℃前後ともっとも低く7月の場合が20℃前後とも

っとも高い･雨量は年平均100-150mmで少ないと

いえぱ確かに少ない.

金川鉱床はざっとこんな所に存在するようである.

地質の概要

金川銅･ニッケル鉱床を胚胎している岩体は金川超

塩基性岩体とも白象咀子超塩基性岩体ともよばれ構造

地質的に竜首山隆起区と名づけられている阿拉善卓状地

塊南縁の隆起区にある･この隆起区の北側と南側には

深部断裂カ溌達しN45-70.WからE-Wに近い方向に

伸びこの深部断裂か隆起区の地史と火成岩の分布を規

制したと考えられている.

この隆起区は主に震旦亜界(10年ほど前までは震旦系とよ

ばれ“系"の単位であったが1974年の“1/400万中華人民共

和国構造体系図"の完成以後“亜界"に昇格)の変成岩で構

成され古生界下部系カミ欠けている.部分的には古生

界上部系と中生一新生界の陸相･湖相の堆積層があって

前陸盆地と山間盆地に点々と分布する.

火成岩は超塩基性岩から酸性岩まであって量的には

似たようなもので貫入時代はカレドニア期のものがも

っとも多く呂梁期と東安期ヘノレシニア期カミそれに次

ぎ燕山期のものは非常に少狂い･塩基性岩･超塩基

性岩は上述の南側と北側の深部断裂にそって帯状に分

布しいわゆる竜首山塩基性･超塩基性岩体の南亜帯と

北亜帯を構成する･前述の金川超塩基性岩体はこのう

ちの北亜帯の東部にあって北側の深部断裂から派生し

た第1オｰダの断裂にそって分布し先長城系白家咀子

累層のミグマタイトと変成石灰岩(大理石)の間をきって

(交角10補後)貫入している.

金川超塩基性岩体の水平延長は6,500m幅は20mか

ら500mちょっとで垂直延長は1,100mをこえ延びの

方向はNW-SE傾斜はSWに70以上であるが局部

的には50｡前後のところもある.下部では岩体は分

岐していることがありまた走向方向にも便斜方向にも

第3図金川鉱床のある竜首山脈の北方に広カミった広大な巴

丹吉林砂漠の一部･その砂丘の間には小さな湖沼

がみられる(《中国沙漠地理図片集》1977より)

第4図アラシャン草原の砂漠区域を走るトラック隊

金川鉱床はこの南(手前側)にきわまる山嶺の中

にある(《中国画報》1963年6月号)�
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策5図

竜首山脈と祁連山脈との間に拡がる高原は軍馬の飼

育場になっている(《中国画報》1964年1月号)

膨縮をくりかえし下盤との境界面は波状に起伏し上

盤との接触面は比較的平らである.この岩体は一つの

不規則な形の岩脈で一系列の平行移動断層(走向NE-

SW傾斜SE)によって数体に分断されて4区の鉱床区に

分れ東と西の部分は第四系に被覆されている(第7図)･

第6図竜首山脈と那連山脈をつなぐ冷竜嶺高

原.かなたの山嶺が祁連山脈

(《人民中国》誌1979年6月号)

あらわしているものと思われる.狂お本岩体のNi

クラｰク数はO.43でフェ'ルスマンやワシントンが算

出したかんらん岩のNiクラｰク数O.33よりも大きい.

母岩の岩石構成

金川銅･ニッケル硫化物鉱床を胚胎する金川超塩基性

岩体はクリンライトｰ異剥斜方輝岩レｰルゾライト

両輝石クリンライト岩曹灰長石一両輝石オリビナイト

硫化物クリンライト岩などで構成されている･それら

の配列状態は第7図に示した通りである.

これらの岩石の化学分析値からみると金川超塩基性

岩体は全体として鉄質超塩基性岩とでも言えるもので

]〉[g/Feは3.5-6.4である.Tio2が平均｡.33%であ

ることはこの岩体カミ卓状地地域の生成体としての特徴を

鉱床

肝心な鉱床そのものについてはとくに鉱体の品位と

鉱量については俗言が伝わるだけで根拠のある正式の

発表が全くたい.鉱床そのものについての乏しい資料

から言えることはざっと次のようなものである.

鉱床の分布は4区に分かれ北酉から南東にそれぞれ

第皿鉱区第I鉱区第皿鉱区第1V鉱区となっている.

この場合の鉱区とは採掘権に関わるものでなく鉱体集

中区域あるいは採鉱区域といった意味である.
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第7図金川銅･ニッケル鉱床超塩基

性岩体の地質概要図

1一硫化物一クリンライト岩

2一含硫化物一両輝石オリビナイト

3一中細粒質含硫化物レｰルゾライト

進一レｰノレゾライト

5一両輝石クリンライト岩

6一クリンライトｰ異剥斜方輝岩

7一曹灰長石一両輝石オリビナイト

8一硫化銅･ニッケル鉱酸化鉱体露頭

9一第四系

10一失長城系白家咀子累層

11一岩体プランジ境界

12一岩相境界線および漸移境界

13一道断層�
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策8図鉱石の顕微鏡写真

(･)一硫化物一クリンライト岩

(白色一硫化物灰色一蛇紋石化がんらん石)(×20)

(b)一含硫化物一両輝石オリビナイト(白色一硫化物硫化物が輝石内

部とかんらん石粒間に分布するもの)(×20)

鉱体の数や大きさは縮尺が入っていない第7図から

推定するしかない.第7図に記入されている鉱体の露

頭は第I鉱区の2体だけであるが同図の凡例にある〃

含硫化物〃岩相部分に少なくともそれぞれ1体の鉱体カミ

あると考えるのは不自然ではないだろう.とすれば

鉱体数は少なくとも第皿鉱区に1体第I鉱区に5体

第I鉱区に4件ほど賦存することにたり第7図でみる

限り第1V鉱区には存在したいことになる｡しかし第

1V鉱区に関しては断面カミ示されてい在いし“鉱区"

とうたってあるからには1体くらいは発見されているだ

ろうと推測する方が自然と思う.かくして鉱体数は

少なくとも11体ということになる.その鉱体それぞれ

の規模については何とも耳とも書ける資料がない.

鉱石の品位をあえて推定するとすれば師占義が発表

した硫化物一クリンライトの分析値カミ便えるだろう.

それは多くの岩相･岩種別の全分析値の中でFe.S｡

(磁硫鉄鉱を意味する)NiSCuSと巨CoOがとびねけ

て多くMg/Fe比カミもっとも小さくsio･A1.o3

第9図

祁連山登山口.かつてのシルクロ

ｰドの北ルｰトであるがいまは青

海･甘粛両者をつなぐ幹線遺路

(《人民中国》誌1979年6月号)

MgOK.0が最少だからである｡それからの換算で

よければ本鉱床の鉱石の品位はNiがO.5-4.5%

Cuで0.3-3.5%磁硫鉄鉱含有率がおよそ10-30%の

ものということになる･これは,世界のサドベリｰ型

の銅一ニッケル鉱床に較べて遜色のない品位でありむ

しろまさっているといえよう･世界の例からみると

Ni>Cuという傾向は鉱石のタイプとして級密鉱よりも

鉱染鉱の方カミ多いことを物語るものである.

鉱石鉱物は磁硫鉄鉱硫鉄ニッケル鉱黄銅鉱黄

鉄鉱紫ニッケル鉱などである.

第10図

祁連山脈北東前山帯(竜首山脈側)の石灰岩と採

石場(《Karstinchina》Shanghai,1976)

鉱床の形態と成因

中国の鉱床地質分野の研究論文には鉱床の産状を説

明しないで地質からいき在り鉱床の成因論を展開する

ものが少なくない.根拠を示さないで成因を述べら

れてはその論文全体に疑いをもっし鉱床のイメｰジも

浮んでこない｡金川銅･ニッケル鉱床関係の既発率論

文のいずれもカミイメｰジの湧き難い論文ばかりである.

そういった現状の中で展開されている本鉱床の成因論は

次のようにまとめることカミできる.

即ち,金川超塩基性岩体中の銅一二ッケルｰ硫化物鉱床

は主としてマグマ熔雑作用によって生じたマグマ分化底

部鉱床であるカミマグマの分化過程における重力の作用

も大きく影響しマグマ分化過程で生じた液滴状の硫化

物メルトが重力によって岩体の下部に下降･濃集した

というわけである.(おわり)�


